
 

会  議  録 （１） 

会 議 の 名 称 第７回入間市シティセールス戦略会議 

開 催 日 時 
平成２７年１２月２４日（木） 

      午後２時開会・午後３時閉会   

開 催 場 所 市庁舎Ｂ棟５階 全員協議会室 

議 長 氏 名 小林 昌幸 

出席委員(者)氏名 関山 祐介、相本 大地、寶迫 直樹、西澤 正夫、高橋  進 

欠席委員(者)氏名 椎葉 京子 

説明者の職氏名 環境経済部副参事 守屋 俊久 

会 議 次 第 

(公開・非公開の別) 

１ 開会 

委員の変更について 

２ 議題 

（１） 戦略の素案について 

① 戦略プラン（案）について 

② 今後のスケジュールについて 

③ シンポジウムについて 

（２） その他 

４ 次回日程 

５ 閉会 

非 公 開 理 由  

傍 聴 者 数 ０人 

配 布 資 料 入間市シティセールス戦略プラン（案）（資料８） 

事務局職員職氏名 
環境経済部部長 山崎 利明、同次長 増岡 清、副参事 守屋俊

久、副主幹 村山泰貴、（企画部参事 鳥山政之） 



戦略策定支援業務 

委託業者 
一般財団法人公共経営研究機構 渡部哲也、竹野克己 

会議録作成方法 要点筆記 



 

 

 

会  議  録 （２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

 

「観光関連企業の関係者、個人事業主または市民団体の関係者」の委員分類で参加して

いた小川大策委員は、人事異動により会議に出席することが困難となったため、平成２７

年１２月２４日付けで寳迫直樹氏が委員となることを報告。 

 

事務局から議題（１）（２）について説明。 

（１）戦略の素案について 

①戦略プラン（案）について 

②今後のスケジュールについて 

③シンポジウムについて 

（２）その他 



 

 

 

 

会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

 

 

村山副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

高橋委員 

（委員及び事務局の発言が行われた部分のみ記述する） 

 

本日の出席委員は６名で、入間市シティセールス戦略会議要綱第７条の通

り定足数に達しています。また、本日の議事録署名の委員さんは関山副委

員長にお願いします。 

これより議事に入らせていただきます。では、お手元の議題に則りまして

進めさせていただきます。各自、コンセプトシートに含め、議題にさせて

いただきます。①の戦略プラン（案）につきまして、事務局より説明をお

願いします。 

 

資料８として戦略プラン案をご覧ください。前回資料７としてお示しした

素案がベースになっております。文章の細かい修正や写真を変更した箇所

が一部ございます。 

素案と大きく変わった箇所を申し上げますと、５ページ、次期総合計画に

関わる部分は未確定要素が多いので、担当課と調整を図り簡潔な文章に改

めています。 

２４ページのキャッチコピーは、この戦略プランの看板ともいえる部分で

すので、文字の大きさや色を変えて判りやすく伝えられるようにしまし

た。 

３５ページは素案には入っていない部分で、庁内の体制を記述しました。 

以上が大きな変更箇所になります。 

 

①について何か意見がありますか。 

 

２４ページのキャッチコピーは、「なまいにち」と読めてしまっていたの



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

関山副委員長 

 

 

 

 

守屋副参事 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

寶迫委員 

 

相本委員 

 

 

小林委員長 

 

 

 

で色を変えて判りやすくなって良かったと思います。 

 

あくまで原案として、本来はロゴとかデザインは、こだわりを持っていな

いといけないもの。 

今後ですが、原稿が確定して、職員にパブリックコメントをして一部修正

が入り、委員にご覧になってもらうことでよろしいか。 

 

次の議題のスケジュールとなりますが、情勢が遅れたため庁内と市民のパ

ブリックコメントを並行していくこととなります。パブリックコメント中

である１月３０日にシンポジウムを行い、素案を示させてもらい３月の策

定に向け会議を経ていく。 

大きい修正が入った場合は、もう一回追加で会議を行わせてもらいます。 

 

完成していないという理解の下で進めさせてもらいます。 

「いるまにはテイスティなまいにちがある」のロゴは、色と大きさを変え

ることでよろしいか。 

寶迫委員はこの意見なら入りやすいでしょうか。 

 

キーワードやロゴにはこだわって判りやすくすることは良いことですね。 

 

ロゴも大事ですが、それ以上に戦略をどう進めるかの方が大事だと思いま

す。ロゴはやさしい緑にしていると伝わります。 

 

ロゴは色を変える、大きさを変えることはお願いしたいと思います。 

これで良いかは今後の議論とさせてもらいます。他に戦略プランについて

質問があればお願いします。 

写真は問題ないのですよね。 



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

村山副主幹 

 

 

高橋委員 

 

寶迫委員 

 

 

受託業者 

 

 

小林委員長 

 

 

高橋委員 

 

守屋副参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権、肖像権は問題ありません。極力顔が写っていない配慮をしている

ので、後ろ姿ばかりで伝わりにくいものがあるかもしれません。 

 

ジョンソンタウンの写真は人がいないと寂しい感じがします。 

 

わんぱく相撲は、我々は知っているので判りますが、全く知らない人はこ

の写真では伝わりずらいものと思えます。 

 

本当の写真はきちんと写っていますが、対戦相手の子の顔が写っているの

でどうしてもこのようなものとなっています。 

 

今後見ていく中で、問題ない範囲で差し替えをしていくことでお願いしま

す。 

 

３５ページですが、今はじめて見たものなのでどういうものですか。 

 

委員さんにご提議していただいてコンセプトシートが出来上がった訳です

が、それを文章化したものが素案となっています。 

市のプランとして策定していくものですので、最終ページは、現実化して

いくものでないと絵に描いた餅としないために、どのように関わっていく

べきかを事務局で追加させてもらったものです。 

役所だけでなく、市民や各種団体、企業と一緒にやっていこうと体制をつ

くることをしないと魅力づくりにならない。 

市役所内部だけの発信ですと庁内が縦割りで難しいので、全庁的な取り組

みとしてプロデュースする、連携調整して進めていこうとするものです。 

住んでいる人がもう一度自分を知ってもらい、まちの魅力を知ってもらう



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

小林委員長 

 

高橋委員 

 

関山副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようにしくみづくりをしないと、入間市って何もないよねと良く言われる

のでしくみづくりを進めるために挙げさせていただきました。 

 

この説明にご意見はありますか。 

 

判りました、大丈夫です。 

 

日程が限られている中で、意見としてご検討いただけたらと思います。 

４ページは、「では」を「そこで」と改めた方が良い。 

５ページは、市が書いているような文章で、市民のスポットが当てられて

いないように感じる。戦略会議での意見として書くべきです。 

６ページは、問いに対しての十分な回答ではないとの表現は改めるべき。 

１３ページは、１８ページ、２１ページも表現を変えるべきです。 

２２ページは、時代背景が変わってきて、シティセールスをやらないとい

けない訳で、こだわった書き方とするべきです。 

２６ページは、 

２７ページ、金子駅周辺でのアンテナショップが本当に可能なのかを吟味

をしないといけない案件と思われます。 

２８ページ、ゲルとありますが、モンゴルであれば最も親日的な国家の一

つであり、茶を愛する国です。だからモンゴルなんだと強調すべきです。 

移設可能型なので、公共投資が少なくて済む。その辺りを強調すべきで

す。 

２９ページ、アメリカ風の空き家を改修 

３３ページ、礼節を大切にする和の部分 

社会規範を学ぶ、教育を絡めた表現を打ち出すべきです。新しく新住民の

方に礼節を重んじる親御さんに来て欲しいと強調すべきです。 

「本物のちゃんこ」が食べてもらえる。春日野部屋の本物の稽古を見て、



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

小林委員長 

 

 

寶迫委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関山副委員長 

 

寶迫委員 

 

 

 

受託業者 

 

 

寶迫委員 

 

本物の鍛錬を見て、本物の礼儀を見て、感激してもらって本物のちゃんこ

が食べられることが入間市の最大の魅力だと思います。 

 

重要度が高そうなもの、直ぐに手を入れられるものなどご意見お願いしま

す。今、別の会議でも教育のレベルを上げるべきと話があります。 

 

１３ページの来訪者の乗降者数ですが、後段にお住まいの人口の話が出て

います。上と下でミスマッチとなっています。人口をあてるのであれば来

訪者の動向を表すという表現は変えるべきと思っています。定期券はお住

まいの方、通われている方をイメージします。定期券以外パスモや切符

は、定期券までは買わないまでの方が百貨店などお出かけに行かれる方な

どを指します。どちらかと言うと定期券利用者の乗降者数は減っていま

す。来訪者よりは住民の方が減っていると考えています。通勤、通学の区

分け資料がありませんので何とも言えませんが、定期券利用者はマイナス

傾向です。定期外切符関係はそれほど減っていません。 

 

来訪者の動向を表すという表現は違っているということですか。 

 

人口減少理由を意味していると思います。動向を表すという表現を削除す

れば良いのではと思います。来訪者自体が微減傾向の原因と読み取られな

ければ良いと思います。 

 

資料編として、ホームページより表を入れています。表現については、事

務局と協議をして改めます。 

 

公開している数字なので問題ありません。圏央道の通行量の表と年数を合

わせていただけたらとは思います。 



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

高橋委員 

 

 

西澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学が入間市から無くなっているので、定期利用者は減っているのは事実

と思います。 

 

当初わんぱく相撲を始めた時、市役所から担当を体育課にすると言われま

したが、当時の理事長が断った経緯があります。それは、スポーツの概念

ではなく、青少年健全育成事業と位置付けています。今でもそれを継承し

ていてスポーツイベントにしたくないと想いが根底にあります。勝った負

けたではなく礼儀や人への感謝、相手への思いやりなどを念頭にして事業

展開をしています。参加者の規模や強い弱い勝ちたいでなく、礼儀や感謝

などを進めています。入間の評価は、強いという以上に、礼儀正しいと言

ってもらえています。私たちの想いもその方向に向いて行っているので、

スポーツイベントではなく教育イベントという捉え方でしていきたいと思

っています。 

春日野部屋の件ですが、本物のちゃんこを提供することに意義があるとい

うことですが、複数回できないかと意見があって、直ぐに春日野部屋に聞

いてみました。年１回１０月の合宿開催ですが、複数回イベントができな

いかと聞いてみました。春日野部屋からは、それは有難いことだと言って

もらえました。ぜひ相撲取りが入間に来て参加して、相撲文化の国際的な

発信に協力していきたい旨の話でした。場所が終わって、巡業が空く間の

１・２回位であれば協力していきたいとの考えをいただきました。 

相撲文化はご当地色が強いもので、力士を紹介する時に、埼玉県入間市出

身と紹介される。現在は入間市出身力士はおりません。教育的観点から相

撲を進めていますが、それが目的ではない。入間の知名度を上げるために

入間出身の強い力士が出てくればと思っています。全国制覇を成し遂げた

子どもたちがいるおかげで、アマチュアの強豪他県では相撲といえば入間

と知られています。郷土力士を育てて入間を全国に知られるようにした



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

小林委員長 

 

守屋副参事 

 

 

小林委員長 

 

 

 

 

 

守屋副参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い。将来相撲取りになりたいと言っていて力をつけていますので、近々に

は門を叩いて郷土力士が誕生すると思っています。 

遠藤は人気が出てきた時に、石川県に追っかけのファンが出てきている。 

 

春日野部屋の事業は、役所ではどこが窓口になるのか。 

 

今の合宿は観光協会の事業として進めていますが、今後は展開を考えてい

くものとなります。 

 

合宿と違うので、１日２日で終わると思いますが、ぜひ庁内で調整して協

力してくれる部署を担当にして進めてもらいたいです。 

他に意見はありますか。 

次に行かせてもらいます。今後のスケジュールは先程と重複しても良いの

で改めてお願いします。 

 

改めて申し上げます。１月４日から２月２日までパブリックコメントを行

います。並行して庁内でもパブリックコメントを行います。既に１２月１

５日号の広報いるまでお知らせしています。市民向けに公民館等の施設に

原案と意見書を置かせてもらい意見聴取を行います。期間の中の１月３０

日土曜日午後に、まちの魅力づくりシンポジウムと題して、基調講演を関

山さんにシティセールスのお話しをいただきます。 

事務局からはシティセールス戦略プランの原案を説明します。 

パネルディスカッションは、西澤委員さんのご尽力で春日野親方にお越し

いただけることになりました。他に青年会議所から不破さん、戦略会議か

ら椎葉委員、田中市長の４名でのパネルディスカッション、関山さんには

コーディネーターとして計５名でお話しを進めていただく予定です。質疑

応答の時間を設け、会場内でシティセールス戦略の更なる醸成を図ってい



 

 

 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

小林委員長 

 

村山副主幹 

 

小林委員長 

 

 

きたいと思っております。会場は、４４０名収容の産業文化センターホー

ルですので多くの方にご来場いただき、多くの方に関心を持っていただい

てまちづくりを進めていければと考えております。 

経緯を受けました会議を３月に行いまして、戦略プランを完成させます。 

概要版として、ページを減らしたパンフレットも作成する予定です。 

 

その他はありますか。 

 

特にございません。 

 

以上で第７回シティセールス戦略会議を終了します。本日はありがとうご

ざいました。 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

               年    月    日 

 

     議 長 の 署 名                                                 

 

     議長が指名した者の署名                                                 

 

 


